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市長マニフェスト進捗管理表（令和２年度公表）
令和２年１０月１日現在

【進捗状況の評価目安】
 0点 未着手　10点 現状把握　30点 計画策定着手　40点 計画策定　50点 事業着手又は予算化　70点 事業完了　71点～100点 効果の発生

大項目：新たな４つの機構

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

・準備委員会委員所属団体等への
趣旨説明と協力要請
・福祉円卓会議準備委員会を２回
開催
・12月定例会にて「新城市福祉円
卓会議条例」及びこれに係る補正
予算を上程し可決
・福祉円卓会議を２回開催

・市内の福祉サービス事業所に従
事する方を対象に「福祉サービス
従事者アンケート調査」を実施
・福祉円卓会議を４回開催
・市内社会福祉施設・事業所の視
察実施
・中間報告提出

・福祉円卓会議を４回開催
・第10回福祉円卓会議において答
申
・答申を受けて、９月定例会にて
地域福祉条例（仮称）検討会議開
催に係る補正予算を上程し可決
・条例検討準備会議を開催

福祉課
高齢者支援課
こども未来課

「新城エネルギー公社」を創設
し、電力事業等の収益を住民福祉
の増進に振り向ける仕組みを創
出。再生可能エネルギーの利用促
進をはかり、公共資金の市内還流
を拡大します。

・新城エネルギー公社創設

・電力小売事業 事業計画書作成及
びエネルギー公社 設立趣意書作成
に係る新城市エネルギー公社設立
支援業務委託契約を締結
・市内金融機関及び企業へ公社の
趣旨説明と協力要請
・電力会社と電源調達について打
合せを実施、電力卸売市場の動向
を踏まえた公社による電力小売事
業の採算性について検討中
・電力小売事業に関わる今後の制
度変更に関する調査

・電力卸売市場の動向把握
・先行事例現状把握
・新電力事業設立に関する基本的
な考え方の見直しを含めた調査、
検討
・先行事例の課題や民間（イオ
ン）取り組み等を踏まえ、需給一
体型モデルについて情報収集、検
討
・パシフィックパワー、東邦ガス
から事業パートナー制について聞
き取り調査を実施

・先行事例現状把握
・電力卸売市場の動向把握
・事業パートナー制に係る課題検
討
・豊橋市新電力会社設立情報収集
・東京都「とちょう電力プラン」
情報収集
・電気特定卸供給制度,PPA事業情
報収集

環境政策課

平成30年度 30点

令和元年度 30点

令和２年度 30点

令和３年度

平成30年度 10点

令和元年度 30点

令和２年度 30点

令和３年度

「新城公共商社」を創設し、新城
産品の新たな販路と市場を開拓。
商品力を高め、まちの稼ぐ力を徹
底強化します。

・新城公共商社創設

平成30年度 10点

- １ -

企画政策課

令和２年度 40点

令和３年度

令和元年度 30点

中項目 小項目
平成30年度～
令和３年度の
進捗状況

「福祉円卓会議」を創設し、福祉
職がやりがいをもてる地域社会を
形成。福祉人材をみんなで育てる
まちをつくります。

・福祉円卓会議創設

担当課等

平成30年度 30点

令和元年度 30点

令和２年度 40点

「新城版・賢人会議」を創設し、
人生１００年時代の豊かな暮らし
づくりに挑戦。若者に負担をかけ
ない長寿社会を構築します。

・新城版・賢人会議創設

・賢人会議準備委員会を２回開催
・９月定例会にて、「新城市しん
しろ創造会議条例」及びこれに係
る補正予算を上程し可決
・しんしろ創造会議を３回開催

・しんしろ創造会議を６回開催
・生涯現役促進地域連携協議会と
連携し、市内在住の55歳以上の方
10,000人を無作為に抽出し「現在
の就労状況と就労意識に関するア
ンケート調査」を実施
・第９回しんしろ創造会議におい
て答申（人生100年時代の地域創生
戦略）

・ＮＰＯ、一般社団法人の設立に
係る補助金の支給方法の検討（定
款作成や、定款認証等に係る費
用）
・コミュニティビジネスを応援す
る基金の仕組みの検討

企画政策課

取組状況

令和３年度

・公共商社のあり方、取扱商品等
の検討
・DOS事業と公共商社との違い、農
林産物、商工業製品の現状分析や
着地型観光やスポーツツーリズム
の今後の展開を検討

・産業振興部内の検討会議を開催
・着地型の「スポーツ・ツーリズ
ム」「グリーン・ツーリズム」の
商品検討実施
・地域自治区担当者との打合せ実
施
・新城公共商社準備会に向けて、
準備会委員に参加してもらうた
め、新城公共商社に係る企画書を
作成

・新城公共商社準備会を３回開催
・実施事業の絞り込み
・新城公共商社の設置目的等の整
理



市長マニフェスト進捗管理表（令和２年度公表）
令和２年１０月１日現在

【進捗状況の評価目安】
 0点 未着手　10点 現状把握　30点 計画策定着手　40点 計画策定　50点 事業着手又は予算化　70点 事業完了　71点～100点 効果の発生

大項目：「支え合う力」と育てる力を強めるために

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

- ２ -

「子育て世代包括支援センター」
を設置し、産前・産後の時期から
さまざまなリスクを取り除き、子
育てと家庭づくりをサポートしま
す。

・子育て世代包括支援センター設
置

・子育てコンシェルジュとして課
内に配置し、子育て世代包括支援
センター事業を開始。こども未来
課窓口や子育て支援センター、保
健センターなどで保護者と面接相
談や育児に困難を抱える家庭に家
庭訪問を開始
・産後ケア事業をしんしろ助産院
で開始

・子育てコンシェルジュが主体と
なって、市内３つの子育て支援セ
ンター連絡協議会を設置し、情報
交換や支援が必要と思われる親子
の早期発見や対応など協議する場
を定期的に開催
・令和2年3月31日現在子育てコン
シェルジュの事業実績は、相談
（窓口や電話等）延92件、訪問
（家庭訪問等）延38件、同行支援
（支援センター等）延5件　合計
135件

・フッ化物洗口事業 全園で事業実
施継続
　事業実施園　H31：15/15園
　　　　　　　 R2：15/15園
・家事育児支援事業
　利用実人数2人
　利用時間時間64時間
　援助員の増加　1人→3人
・産後ケア事業
　利用者実人数2人
　利用日数延5日

こども未来課

学校施設の計画的改修をはかり、
新学習指導要領に対応したICT環境
や英語教育環境を整備。あわせて
学校エアコンの設置や給食費無償
化を検討します。

・学校施設の計画的改修
・ＩＣＴ環境や英語教育環境の整
備
・学校エアコンの設置
・給食費無償化

・東郷中学校屋内運動場改築工事に
係る基本・実施設計に着手
・学校エアコンの設置に向け、導入
スケジュール等についての検討
・東郷中学校屋内運動場改築工事基
本・実施設計業務については、予算
繰り越しし実施
・小中学校校内LAN実施設計業務につ
ては、平成31年度末に完了
・学校エアコンの設置については、
計画を前倒してH30.12月補正で予算
を確保し、平成31年度中に普通教室
と一部特別教室等を整備

・東郷中学校屋内運動場改築工事
の契約を締結
・教員用パソコンの契約を締結
・学校エアコンの設置工事の契約
を締結（２校）。残り１７校は令
和２年３月25日完了
・校内内LANについては、令和２年
３月に予算措置

・東郷中学校屋内運動場改築工事
を10月5日工事完了予定
・校内無線LAN工事を9月23日に契
約
・情報端末整備については、9月24
日に賃貸借契約
・給食費無償化に向けた情報収
集、課題整理

教育総務課

令和３年度

令和２年度 50点

令和３年度

平成30年度 30点

令和元年度 50点

首長選挙における政策討論会を常
設化します。

・条例の制定（首長選挙における
政策討論会）

・市民自治会議を６回開催
・公開政策討論会検討作業部会を
７回開催
・３月４日自治基本条例に定める
市民の権利を具現化するための公
開政策討論会のあり方についての
答申

・市民自治会議を6回開催
・公開制作討論会条例について検
討
・2月12日に新城市自治基本条例に
定める市民の権利を具現化するた
めの公開政策討論会条例について
市民自治会議から答申
　答申の中で条例の概要について
提案されたため、市ではそれを受
け、公開政策討論会制度について
パブリックコメントを3月16日から
実施

・「新城市市長選挙立候補予定者
公開政策討論会条例」を6月定例議
会に上程・可決
・令和2年6月26日条例施行
・市民自治会議を2回開催
・市議会全員協議会 意見聴取
・公開政策討論会条例施行規則に
ついて検討

まちづくり推進課

こども園基本保育料を無償化しま
す。

・こども園基本保育料無償化
・給食無償化の検討

・市内療育施設に通うお母さんと3
歳以上児基本保育料無償化につい
て意見交換を実施
・市内療育施設に通う保護者と市
長との懇談会を実施

・認定こども園では3～5歳及び0～2歳の非課
税世帯を対象に令和元年10月1日より利用料を
無償化
・認可外保育施設等（障害児通園施設含む）
についても上限付きで同様の無償化
・市こども園に通園する３歳以上児の副食費
を引き続き無償化（現物給付）
・児童発達支援施設、認可外保育施設に通う
３歳以上児の副食費をこども園通園児と同様
に無償化（償還払い：上限4,500円/月）
・3歳以上児及び未満児非課税世帯への認可外
保育施設等（障害児通園施設含む）について
上限付きで無償化を行うための給付の実施
・3歳以上児の児童発達支援施設、認可外保育
施設利用児への給食費助成を実施

・多子世帯の経済的負担をより軽
減するため、令和３年度より保育
料を改定する。
「新城市教育・保育認定子どもの
教育及び保育に係る利用者負担額
に関する条例の一部改正」を９月
定例議会に上程・可決 こども未来課

・「こどもの貧困」対策
・こども食堂開設
・こども園、学校、放課後活動

・JC公開例会で「子ども食堂から
地域の食堂へ～はじめの一歩は、
ごはんの一杯～」と題し事業説明
とワークショップを開催
・こども食堂を「おっとり君食
堂」と命名し、２回開催

・子育てコンシェルジュが主体と
なって、市内３つの子育て支援セ
ンター連絡協議会を設置し、情報
交換や支援が必要と思われる親子
の早期発見や対応など協議する場
を定期的に開催

・子育て世代包括支援センター
子育て支援関係機関連絡会議を7月
21日に実施。
・家事育児支援事業を継続
　　援助員の増加　1人→3人
・産後ケア事業
　　しんしろ助産所で事業継続
・フッ化物洗口事業
　　全こども園で事業継続

こども未来課

平成30年度 50点

令和元年度

令和２年度 50点

令和元年度 50点

令和２年度 75点

令和３年度

平成30年度 50点

令和元年度 50点

50点

令和２年度 90点

令和３年度

平成30年度 40点

担当課等

平成30年度 10点

令和元年度 30点

令和２年度 50点

令和３年度

取組状況
中項目 小項目

平成30年度～
令和３年度の
進捗状況



市長マニフェスト進捗管理表（令和２年度公表）
令和２年１０月１日現在

【進捗状況の評価目安】
 0点 未着手　10点 現状把握　30点 計画策定着手　40点 計画策定　50点 事業着手又は予算化　70点 事業完了　71点～100点 効果の発生

大項目：「支え合う力」と育てる力を強めるために

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

- ３ -

行政課
公共交通対策室

令和元年度 50点

若者議会を日本のスタンダード
に。

・若者議会を日本のスタンダード
に

・高浜市の若者政策立ち上げイベン
トで事例発表、今後の連携を打診
・NPOわかもののまちと連携し、ユー
スカウンシル立ち上げの全国PRに協
力
・（一社）若者議会連盟と連携し、
視察受入３２件、事例発表５件を実
施
・東浦町の若者会議と意見交換、今
後の連携について確認
・過去の若者議会正副議長、（一
社）若者議会連盟と意見交換会実施

・NPO法人わかもののまちと共催で
「わかもののまちサミット2020
新城フィールドワーク」を開催
・市民自治会議から若者議会に関
する答申
・豊橋市、青森県平川市、大阪府
富田林市での立ち上げに資料や事
業スキームの提供など協力
・（一社）若者議会連盟と連携
し、事例発表４件、視察受入30件
実施

・豊橋市「豊橋わかば議会」が設
立、始動
・青森県平川市「若者議会設置に
向けたワーキンググループ」が始
動。新城市若者議会OBと交流会の
実施
・大阪府富田林市「若者条例」制
定に向け、意見交換の実施

まちづくり推進課

若者や女性の起業・創業を後押し
するための、また地域でのコミュ
ニティビジネスの芽を育てるため
の応援ファンドを創設します。

・応援ファンド創設
・資金的な応援をする補助制度の
創設
・日常生活のちょっとした困りご
と改善や、これまでと異なる価値
観で地域資源を発掘・活用するな
ど、新しいビジネスへのチャレン
ジを応援

・既存補助金のめざせ明日のまち
づくり事業補助金及び、創業支援
補助事業補助金について、応援
ファンドとのつながり等を検討
中。
・しんしろ創造会議において、応
援ファンドについて検討中。

・4月から2月に5回しんしろ創造会
議を開催し、相互扶助の仕組みづ
くりとして市民活動団体支援等に
ついて検討された。
・3月2日しんしろ創造会議におい
て、①市民活動団体支援、②コ
ミュニティ・ビジネスキックオフ
応援制度、③コミュニティ・ビジ
ネスキックオフ応援基金、④めざ
せ明日のまちづくり事業について
答申

・コミュニティ・ビジネスキック
オフ応援基金条例案作成
・めざせ明日のまちづくり事業補
助金交付要領改正検討

まちづくり推進課

平成30年度 10点

令和元年度 30点

令和２年度 30点

令和３年度

平成30年度 30点

令和３年度

地域公共交通の利便性を向上させ
るとともに、「地域の足」を地域
みんなで確保する仕組みや移動販
売車支援などを充実させます。

・「地域の足」を地域みんなで確
保する仕組み

平成30年度 10点

令和元年度 30点

令和２年度 60点

令和３年度

令和２年度 50点

令和３年度

平成30年度 10点

令和元年度 10点

令和２年度 10点

令和３年度

中項目 小項目
平成30年度～
令和３年度の
進捗状況

担当課等

平成30年度 30点

令和元年度 50点

新設される新城有教館高校の魅力
向上へ、市の支援策を策定しま
す。

・ニューキャッスル・アライアン
スを足場にした国際交流

・姉妹都市スイス・ヌシャテルの
ジャンピアージェ高校と短期交換
留学を検討
・ニューキャッスル・アライアン
ス会議期間中、スイス・ヌシャテ
ルの関係者と新城東高校（現在は
有教館高校）の校長が、短期交換
留学について打合せを実施

・スイス・ヌシャテル市から高校2
年生15名約1５日間の相互交流を
2021年（令和3年度）から実施した
いとの連絡あり。有教館高校校長
と日程調整中
・有教館高校と打ち合わせを行
い、スイス・ヌシャテル市とメー
ルやスカイプで連絡を取り合い
ジャンピアジェ高校との短期交換
留学の調整

・新型コロナウイルス感染症感染
拡大防止のため、海外派遣交流は
見送るが、新城有教館高校とスイ
ス・ジャンピアジェ高校を始めア
ライアンス交流のあるまちとオン
ライン交流を計画
・デンマークのニーボーグの高校
と新城有教館高校において動画で
互いを紹介する企画を実施する。
国際交流を通した新城有教館高校
の魅力化に取り組んでいる

まちづくり推進課

・単位交換型留学制度

・制度概要について調査。実施可
能な事業内容等を検討中

・本制度導入によるメリットがご
く一部の生徒に限られてしまい、
大多数の生徒にとって本制度の魅
力が得られにくいことから、単位
交換型留学制度ではなく、短期留
学により多くの生徒が魅力を感
じ、新設校の特色ある活動になる
よう検討中

・新城有教館校長から、単位交換
型留学制度、短期留学制度の両方
とも、生徒の国際感覚を磨き、新
城有教館の魅力につながるもので
あり、前向きに検討したいとの回
答を得た

学校教育課

取組状況

令和２年度 50点

・地域協議会会長会議での地域公
共交通情報提供
・地域公共交通会議を４回開催
・作手地区デマンド運行検討会
（ワークショップ）を３回開催
・鳳来南部地域の足を守る会との
打合せ会を２回開催

・地域協議会等を通じ、地域公共
交通の情報提供、地域との座談会
開催を検討
・地域公共交通会議を１回開催
・つくでバス：ワークショップ２
回、地元説明会２２回開催
令和元年9月24日予約受付開始
令和元年10月1日運行開始
・ＰａｙＰａｙ決済の導入
・つくでバス関係者連絡会議の開
催（３回）
・山吉田ふれあい交通運営協議会
打合せ（３回）

・６月、９月に地域公共交通会議
の書面開催
・10月１日、鳳来南部地区におけ
る地域デマンド交通実証運行の開
始
・10月１日、布里田峯線、塩瀬線
の路線再編及び湯谷温泉もっくる
新城線の運行開始



市長マニフェスト進捗管理表（令和２年度公表）
令和２年１０月１日現在

【進捗状況の評価目安】
 0点 未着手　10点 現状把握　30点 計画策定着手　40点 計画策定　50点 事業着手又は予算化　70点 事業完了　71点～100点 効果の発生

大項目：「支え合う力」と育てる力を強めるために

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

- ４ -

防災対策課

地域公共交通の利便性を向上させ
るとともに、「地域の足」を地域
みんなで確保する仕組みや移動販
売車支援などを充実させます。

・移動販売車支援

・平成29年度に「移動販売事業車
両購入費等補助金」を交付した２
事業者から提出される事業報告に
より現状把握
・引き続き補助金交付事業者から
月ごとの事業報告を受け、先行事
業者との調整・連携を図ることに
より経営の安定化に努めている。

・平成29年度に「移動販売事業車
両購入費等補助金」を交付した２
事業者から提出される事業報告に
より現状把握

・市内１事業所から補助金申請
・平成29年度に「移動販売事業車
両購入費等補助金」を交付した２
事業者から提出される事業報告に
より現状把握

高齢者支援課

・自動走行社会実験準備
・公共交通の空白地解消
・「Ｓバス敬老乗車券(無料バ
ス)」発行

・免許返納者へのSバス回数券配布
件数（31件）
・国県等の自動走行社会実験に関
する情報収集

・免許返納者へのＳバス回数券配
布件数（33件）
・新城市老人クラブ連合会幹事会
で公共交通に関する意見交換
・国県等の自動走行社会実験に関
する情報収集
・長久手市（愛・地球博記念公園
内）で行われた実証実験を視察
・ＭａａＳの検討
・北設楽地域との連携を提案及び
協定の検討

・免許返納者へのＳバス回数券配
布件数（10件））
・改正地域公共交通活性化再生法
に伴う変更点の情報収集
・タクシー券を含め、タクシー事
業者との意見交換実施
・免許返納者へのタクシー券配布
検討

行政課
公共交通対策室

平成30年度 10点

令和元年度 10点

令和２年度 20点

令和３年度

令和３年度

大災害に備え、地域防災力の充
実・強化をすすめます。

・自主防災会の活動をバックアッ
プ
・防災士の育成と連携強化

・「新城市防災士協議会」発足式
及び総会を開催
・自主防災会防災事業説明会を２
回開催
・自主防災会実践講習会を４回開
催
・自治区予算により防災備品を整
備
・自主防災組織が整備する備品等
に対し補助金交付

・自主防災会防災事業説明会を２回
開催
・避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）を実
施し、防災士協議会活動をバック
アップ
・自主防災会実践講習会を４回開催
・市防災士協議会情報交歓会開催
・名古屋地方気象台による防災講演
会開催
・自治区予算により防災備品を整備
・自主防災組織が整備する備品等に
対し補助金交付

・心肺蘇生法（AED)、止血法講習
会開催
・災害時応急手当講習会を２回開
催
・自治区予算により防災備品を整
備

防災対策課

・消防団の活動をバックアップ
・消防団車両の整備更新

・大規模災害に備え救助資機材取
扱訓練を各方面隊１回実施。
・市内全域で自主防災会防災訓練
協力
・火災想定訓練６回実施
・平成30年度更新車両３台の契約
を締結し納車

・大規模災害時及び平常時の災害
に備え、消防団員の災害対応能力
の向上を図り、計画的に消防団活
動をバックアップするための「消
防団総合計画」を策定予定
・策定予定であった「消防団総合
計画」は未策定となったため、令
和２年度中の策定に計画変更
・火災想定訓練６回実施
・令和元年度更新車両２台の契約
を締結し納車

・「消防団総合計画」の見直し
・令和２年度更新車両３台の契約
締結

消防総務課

・避難所体制(福祉避難所等も含
む)の見直し

令和２年度 50点

令和３年度

平成30年度 10点

令和元年度 10点

令和２年度 50点

令和元年度 70点

令和２年度 70点

令和３年度

平成30年度 50点

令和元年度 50点

平成30年度 50点

担当課等

平成30年度 10点

令和元年度 10点

令和２年度 50点

令和３年度

取組状況
中項目 小項目

平成30年度～
令和３年度の
進捗状況

・土砂災害・洪水情報マップによ
り、各避難所の指定状況を確認
・園長会に福祉避難所部会を設けこ
ども園を、またこども未来課で放課
後児童クラブ施設を、福祉避難所と
して活用できないか検討
・福祉避難所とBCPへの対応として、
一時的な保育士配置の計画案を作成
中。
地域住民が避難所の立地状況や避難
のタイミングなどを考えてもらうた
め、平成31年度において土砂災害マ
イ・ハザードマップの作成を検討

・作手地区における避難所の再編
等について、つくで交流館、作手
小学校を新たな避難所として検
討。これに伴い、土砂災害警戒区
域にかかっている既存の避難所を
閉鎖する方向で作手総合支所の担
当課と調整中
・作手地区の避難所について、作
手中学校を指定避難所から外し、
新たにつくで交流館・作手小学校
を避難所として指定

・新たに避難所として指定したつ
くで交流館・作手小学校での避難
所運営ができるよう必要な資機材
等を整備



市長マニフェスト進捗管理表（令和２年度公表）
令和２年１０月１日現在

【進捗状況の評価目安】
 0点 未着手　10点 現状把握　30点 計画策定着手　40点 計画策定　50点 事業着手又は予算化　70点 事業完了　71点～100点 効果の発生

大項目：「支え合う力」と育てる力を強めるために

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

- ５ -

自治振興課

平成30年度 30点

令和元年度 30点

令和２年度 30点

令和３年度

介護保険事業の東三河広域連合で
の運営を軌道に乗せ、広域サービ
スと地域密着サービスの両面展開
を推進します。

・介護保険事業の広域サービス
・地域密着サービス

・平成30年度より広域連合にて事
業開始
・構成８市町村の窓口長会議に４
回出席
・現状の課題を構成８市町村で出
し合い、会議で協議の上、解決策
を検討中

・東三河広域連合へ前年度の介護
保険事業状況報告書作成過程にお
いて、実績から成果及び課題を整
理し報告
・広域サービスと地域密着型サー
ビスの利用実績を把握
・東三河地域包括ケアカルタの作
成、東三河版地域包括ケアリーフ
レットの作成を実施
・第８期介護保険事業計画策定に
向けた市町村別ヒアリングを実施
し、地域の課題を分析

・高齢者福祉計画策定会議を開催
（２回）
　市内高齢者のニーズや課題を把
握し、次年度以降の高齢者福祉・
介護保険事業を検討
・第８期介護保険事業計画策定に
向けた構成市町村の窓口長会議に
出席（4回）

高齢者支援課

新城市民病院を拠点に奥三河の医
療統合をはかり、救急体制の不安
をなくすとともに、在宅医療や地
域包括ケアシステムとの連携体制
を築きます。

・新城市民病院を拠点に奥三河の
医療統合
・救急体制の不安解消

・医療関係機関との連携会議に３
回参加
・総合診療科専攻医１名が研修中
・初期研修医15名、医学生等10名
を受け入れ

・医療関係機関との連携会議に4回
参加
・近隣公立病院と医療情報閲覧を
開始
・在宅医療の後方支援のため、開
業医から診療情報を受理・更新中
・総合診療科専攻医１名が研修中
・年間スケジュールに沿って初期
研修医・医学生等を受け入れ（現
在初期研修医15名、医学生2名）内
科専攻医を新規受け入れ（現在5
名）

・総合診療科専攻医１名が研修中
・年間スケジュールに沿って初期
研修医・医学生等を受け入れ（現
在初期研修医13名）内科専攻医を
新規受け入れ（現在4名）

総務企画課

・在宅医療や地域包括ケアシステ
ムとの連携体制構築

・在宅医療・介護連携推進事業実
施要綱策定
・医療、介護ガイド一覧の見直し
・在宅医療介護連携部会を２回開
催
・ほいっぷネット部会を１回開催
・多職種研修会を２回開催
・普及啓発講演会を１回開催

・医療、介護施設ガイド一覧の修
正・作成
・ほいっぷネット部会を２回開催
・普及啓発講演会を２回開催
・在宅医療介護連携部会の開催
・ほいっぷネットワーク81件加入
・エンディングノート配布

・在宅医療介護連携部会開催に向
け委員に意見照会
・ほいっぷネット部会（検討ワー
キング）の実施

高齢者支援課

令和２年度 40点

令和３年度

地域自治区を市政運営の土台に据
え、その充実・強化をはかりま
す。

・全１０自治区での「地域計画」
策定完了後に、「地域マネー
ジャー制」の導入を検討します。

令和３年度

平成30年度 40点

令和元年度 40点

令和２年度 40点

令和３年度

平成30年度 40点

令和元年度 50点

令和２年度 50点

中項目 小項目
平成30年度～
令和３年度の
進捗状況

担当課等

平成30年度 10点

令和元年度 40点

取組状況

・地域計画策定策定中
　新城自治区 千郷自治区
　東郷自治区

・地域計画策定済
　八名自治区　鳳来中部自治区
　鳳来南部自治区　鳳来東部自治
区
　鳳来北西部自治区

・地域計画見直し着手
　舟着自治区
　作手自治区

・地域計画策定策定中
　東郷自治区

・地域計画策定済
　新城自治区、千郷自治区
　八名自治区、舟着自治区
　鳳来中部自治区、鳳来南部自治
　区、鳳来東部自治区、鳳来北西
　部自治区

・地域計画見直し着手
　作手自治区

・地域計画策定
9地域自治区で地域計画が策定さ
れ、東郷地域自治区についても今
年度中に地域計画策定の目処が付
いている
・地域マネージャー制度導入検討
　庁内検討会を実施し、地域マ
ネージャーの役割と在り方、今後
地域自治区が目指す方向性につい
てまとめた。来年度から、地域マ
ネージャー準備検討委員会を設置
予定



市長マニフェスト進捗管理表（令和２年度公表）
令和２年１０月１日現在

【進捗状況の評価目安】
 0点 未着手　10点 現状把握　30点 計画策定着手　40点 計画策定　50点 事業着手又は予算化　70点 事業完了　71点～100点 効果の発生

大項目：「稼ぎ出す力」とまちの元気アップのために

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

- ６ -

新東名インターチェンジ周辺企業
用地の早期分譲をはかり、企業誘
致を促進します。

・企業誘致の促進

・企業誘致交渉中
・用地購入意思のある企業への誘
致訪問

商工政策課

現東名高速にスマートインター
チェンジ（新城・豊橋市境付近）
ー　新城南部地域に新しい玄関口
を開きます。

・現東名高速にスマートＩＣ開設

・広域的検討及び概略検討継続中
・勉強会を４回開催
・庁内説明会を３回開催
・アンケ－ト調査実施
（南部地区内企業29社）
・豊橋市と連携し広域的検討及び
概略検討の業務委託を締結

・豊橋市と連携しＳＩＣ設置基礎
調査業務委託(位置選定及び予備設
計）を締結
・9/27 国の準備段階調査箇所に採
択

・豊橋市と連携しＳＩＣ詳細検討
業務委託(詳細検討、測量及び地質
調査）を実施中

土木課

令和元年度 30点

令和２年度 30点

令和３年度

新東名インターチェンジ周辺企業
用地の早期分譲をはかり、企業誘
致を促進します。

・新東名インターチェンジ周辺企
業用地の早期分譲

・用地造成工事進捗率は約44％
・7/17～8/31誘致企業の分譲募集
実施

・用地造成工事進捗率は100％
・１区画売却
・２区画未売却

・用地造成工事進捗率は100％
・３区画売却済み

用地開発課

担当課等

平成30年度 50点

令和元年度 50点

令和２年度 80点

令和３年度

令和３年度

企業立地奨励、商工業安定経営、
観光産業育成、農林業振興のため
の諸施策と投資拡大プランを策定
します。

・企業設備投や観光事業者の新規
投資を誘導する助成や規制緩和
・中小企業の安定経営や事業継承
を円滑化するための支援制度
・雇用創出支援・新規就農者受け
入れ体制の更なる充実
・繁忙期の農作業支援労働力確保
・森林資源活用総合プラン
・奥三河ＤＭＯ事業推進
・インバウンド観光受入れ体制の
整備
・市内企業の新たな経営改善の取
組みサポート支援
・海外市場への進出支援
・若者や女性による企業・創業な
ど新たな市場の創出支援
・ＵＩＪターン者の採用支援

・新城森林総合センター運営協議会
を４回開催
・「新城市森づくり基金の設置及び
管理に関する条例」制定
・新農業人フェアへ３回参加
・アグリチャレンジ相談会を２回開
催
・新規就農希望者の現地説明会を１
回開催
・農業インターンシップの開催
・農業大学校等での説明会へ参加
・奥三河ＤＭＯワーキングへ12回参
加
・主要観光地の公衆トイレ洋式化４
か所整備
・看板の英語表記は市内、21か所で
表記

・新城森林総合センター運営協議会
を2回開催
・森づくり基本計画の見直しに係る
作業部会を１回開催
・中小企業の安定経営や事業継承を
円滑化するための支援制度検討中
・若者や女性による起業・創業など
支援実施
・新農業人フェアへ３回参加
・アグリチャレンジ相談会を５回開
催
・新規就農希望者の現地説明会を４
回開催
・「しんしろ援農隊」の確保・育成
を支援
・奥三河ＤＭＯワーキングへ毎月参
加（12回参加）

・令和元年11月のいいじゃん！カー
ド事業開始１周年に際し、行政ポイ
ントを付与することで、さらなる
カード加入者や加盟店の増加、商業
者の活性化や地域経済の市内循環を
目的に行政ポイントを発行
・新農業人フェアへ１回参加
・アグリチャレンジ相談会を１回開
催
・「しんしろ援農隊」の確保・育成
を支援
・新城市森づくり基本計画の見直し
に係る「森つくり会議」を２回開催
・奥三河ＤＭＯワーキングへ４回参
加

商工政策課
農業課
森林課
観光課

・福祉現場での介護ロボットの導
入支援

・福祉現場での導入支援の協議・
検討中
・市内業者・メーカーとの打合せ
を２回実施
・介護ロボットのデモ体験を研修
会として開催

・市の支援事業として、介護ロボッ
ト（見守り支援機器）を介護事業者
へ無償貸与し効果等を検証する事業
について、市内事業者へ情報を提
供。１事業者から貸与の申出あり。
・介護ロボット貸与事業を４事業所
で実施し、約1月間使用してもらい、
ロボット導入のメリット、デメリッ
トを検証
・11月に市内全介護保険事業所を対
象に、介護ロボットに関するアン
ケートを実施

・令和元年度に実施した貸与事業
の効果検証及び市内事業者アン
ケートの結果を基に、新たな導入
支援事業の素案を作成中。今後、
関係部署及び事業所などと調整予
定。
・県内で開催される介護ロボット
フォーラムに参加予定
・新型コロナ感染症対策を考慮し
た介護ロボットに関するアンケー
トを実施予定

高齢者支援課

令和２年度 35点

令和３年度

平成30年度 10点

令和元年度 30点

令和２年度 40点

平成30年度 30点

令和元年度 30点

平成30年度 10点

令和元年度 －

令和２年度 －

令和３年度 －

平成30年度 10点

中項目 小項目
平成30年度～
令和３年度の
進捗状況

取組状況

「新東名インターチェンジ周辺企業用地の早期分譲をはかり、企業誘致を促進します。」と統合



市長マニフェスト進捗管理表（令和２年度公表）
令和２年１０月１日現在

【進捗状況の評価目安】
 0点 未着手　10点 現状把握　30点 計画策定着手　40点 計画策定　50点 事業着手又は予算化　70点 事業完了　71点～100点 効果の発生

大項目：「稼ぎ出す力」とまちの元気アップのために

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

- ７ -

都市計画課

鳳来地区拠点整備事業の促進―総
合支所改築整備と長篠地区開発計
画を策定します。

・鳳来総合支所改築整備
・長篠地区開発計画策定

・鳳来総合支所周辺総合開発計画
策定委員会を９回開催
・計画区域内の現地調査、アン
ケート調査の実施
・鳳来総合支所周辺総合開発計画
（基本計画）を策定

・基本設計・実施設計業務委託契
約を締結
・受託者と９回打合せを開催
・建設に関する諸課題を整理
・ワークシュップを１回開催
・必要な支所機能の精査
・用地測量の実施

・受託者と６回打合せを開催
・基本設計終了、用地の確保
・建設予定地の地質調査着手

地域課（鳳来）

令和元年度 50点

令和２年度 50点

令和３年度

・土地利用最適化計画策定
・若者の住宅取得補助
・新築住宅への固定資産税減免
・空き家利活用策の充実
・耐震補強やリフォームへのサ
ポート
・高性能住宅の奨励
・住宅用地を新たに開発
・若い世帯が新城市で家を建てや
すくなる制度創設

・都市計画マスタープラン策定に
着手
・定住促進推進協議会分科会を４
回開催
・定住促進推進協議会を３回開催
・調整区域内における住宅用地整
備のエリアと手法について検討中

・都市計画マスタープラン作業部
会を２回開催
・都市計画マスタープラン策定委
員会を１回開催
・住宅用地(平井地内)の整備手法
について、新城市土地開発公社と
協議中
・第２次新城市都市計画マスター
プラン策定

・用途地域見直し方針（案）を策
定中
・定住促進推進協議会を１回開催

都市計画課

2018年ニューキャッスル・アライ
アンス会議を成功させ、「世界の
新城」を発信します。

・さらなる若者国際交流
・新たなビジネスマッチング

・10名で構成する「ニューキャッ
スル会議」を10回開催し目標指標
を設定。文化、観光、教育、ビジ
ネスをテーマに議論
10月3日～9日にかけて、ニュー
キャッスル・アライアンス会議が
開催され、文化、教育、観光、教
育、ビジネスについて議論され
た。共同声明に基づいて、モンテ
ネグロでニューキャッスルの日が
制定され、新城市からも職員が祭
典に参加

・イギリスのアライアンス事務局やユース代表者
と定期的にスカイプ会議を行い、ユースの議論に
より提案された、観光アプリの改良を進める。
・東三河の企業のビジネス交流の機会を求め、マ
レーシアで開催されたジャパンフェスティバルに
参加。収集した情報をデータベース化
・８月に市内在住・在学の高校生１５名をニュー
カッスル・アポン・タインへ派遣し、地元の若者
議会のメンバーと交流
・ニューカッスル・アポン・タインのノーザンブ
リア大学よりインターンシップ生を協賛企業が受
け入れた。昨年度の会議で採択された「都市間の
研修生の交換制度をつくる」というビジネス交流
を実現
・イギリスの事務局とスカイプでつなぎ、イン
ターンシップ生を歓迎

・新型コロナウイルス感染症感染
拡大防止のため、ニューキャッス
ル・アライアンス加盟都市とは、
オンラインで交流
・イギリスの事務局やユース代表
者と定期的にオンライン会議を行
い、ユースの議論により提案され
た、観光アプリの開発を進め、ア
プリの改良を続けている

まちづくり推進課

・インバウンド観光の促進

・ニューキャッスルアライアンス
会議へ参加、出席者との情報交換
を行い、観光情報を発信するよう
検討中
・情報端末等を使い、SNSで本市の
魅力を世界に向けて発信するよう
調整中
・インバウンド観光ツアーの検討
及び情報把握

・観光マップ等、多言語対応版を随
時作成
・昨年ニューキャッスルアライアン
ス会議の参加者が帰国し、自国から
情報端末等を使い、SNSで本市観光の
魅力を世界に向けて情報発信中
・奥三河観光協議会のＨＰ「キラッ
と奥三河」の多言語語版「ＶＩＳＩ
Ｔ　ＯＫＵＭＩＫＡＷＡ」校正協力
・・市内宿泊施設等に対し、国別の
外国人宿泊者数調査を実施

・ニューキャッスルアライアンス
が年数回発信する情報提供媒体に
掲載する観光情報をインターン
シップ生により作成及びまちづく
り推進課へデータ提供

観光課

令和３年度

平成30年度 10点

令和元年度

平成30年度 40点

令和元年度 50点

令和２年度 55点

令和３年度

平成30年度 30点

新城駅前広場整備とこ線橋へのエ
レベーター設置を実現させます。

・新城駅ホームにエレベーターを
設置
・送迎車の停車スペースのある駅
広場建設

30点

令和２年度 30点

令和３年度

令和２年度 30点

令和３年度

平成30年度 10点

令和元年度 80点

令和２年度 80点

中項目 小項目
平成30年度～
令和３年度の
進捗状況

担当課等

平成30年度 30点

令和元年度 30点
魅力ある住宅環境整備を視野に都
市計画用途区域の見直しをはかり
ます。

取組状況

・協定に基づく基本設計完了。成
果品について精査中
・歳入確保（寄付・ふるさと納税
等）については、先行事例の湖西
市（新所原駅橋上化に伴う寄付）
を参考に検討中
・駅前広場用地については、地権
者と交渉中
・「新城駅構内バリアフリー化等
基金の設置及び管理に関する条
例」制定

・バリアフリー化寄付
　169名　10,948,992円
・概ね計画通りに進捗

・バリアフリー化寄付（９月末）
　258名　14,336,102円
・駅構内、仮通路の共用開始
・こ線橋解体完了
・用地買収予定地契約締結



市長マニフェスト進捗管理表（令和２年度公表）
令和２年１０月１日現在

【進捗状況の評価目安】
 0点 未着手　10点 現状把握　30点 計画策定着手　40点 計画策定　50点 事業着手又は予算化　70点 事業完了　71点～100点 効果の発生

大項目：「稼ぎ出す力」とまちの元気アップのために

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

- ８ -

新体育館建設構想を第2次総合計画
に組み入れます。

・建設に向けた協議
・第２次総合計画に組み入れ

令和３年度

・新城市体育協会との打合せを１
回実施
・新体育館建設構想の今後の方針
について、検討委員会設置に向け
ての課内・庁内検討、及び、関係
団体との調整を継続

・新城市体育協会から、競技団体
へスポーツ施設利用状況等のアン
ケートを実施。市に対して結果の
報告有
・庁内での検討を実施

・施設の統廃合等の検討
・スポーツ施設全体の総合的方針
を定め、利用やニーズ等による優
先度を評価し、施設の基本方針
（機能保持、建替再整備）を検討

生涯共育課

新城ラリー、トレイルレース、自
転車競技などを国際水準に引き上
げ、新城をスポーツ・ツーリズム
のメッカにします。

・2026年アジア大会競技誘致
・新城ラリー、トレイルレース、
自転車競技などを国際水準に引き
上げ
・新城をスポーツツーリズムの
メッカにする
・廃校や道の駅を活用しフォトロ
ゲ
・観光サイクリング

・奥三河パワートレイルの開催。
・三河高原トレイルランニングの
開催
・ツール･ド･新城の開催
・AACAカップを２回開催
・フォトロゲイニング大会の開催
・WRC世界ラリー日本招致準備委員
会が設立され、協力団体として愛
知、岐阜開催及び新城コースにつ
いて協議中
・新城ラリーを２回開催

・奥三河パワートレイルの開催
・三河高原トレイルランニングの
開催
・フォトロゲイニング大会の開催
・2020年WRC世界ラリー選手権14戦
として、Rally Japanの開催決定
・新城ラリー2020を無観客で実施

・フォトロゲイニング市民大会の
開催
・2021年WRC世界ラリー選手権14戦
として、　Rally Japanの開催
（11/11～14）が決定

スポーツツーリズム推進課

令和２年度 30点

令和３年度

平成30年度 10点

作手創生事業を推進します。 ・作手創生事業推進

・生涯共育課と古宮城を中心とし
た城跡整備や鬼久保再編等につい
ての情報交換

・企画部内会議を開催し事業計画
を検討
・支所内打合せを６回開催

・地域内にある「自主的団体」を
対象とし集会を検討中

地域課（作手）

桜淵公園再整備計画を実施しま
す。

・プール跡地の活用
・バリアフリー化

・旧市民プールの建築物・工作物
等の撤去
・さくらの木育成、整備を実施中

・旧市民プール跡地に大芝生広場
を整備（令和元年10月完成、現在
芝生養生中）
・豊川右岸側整備工事の発注の手
続きを整えた。
(工事内容　バリアフリー化するた
め右岸駐車場の舗装工事、デッキ
スロープの造成、笠岩橋のタイル
補修・花月橋改修)

・桜淵公園右岸デッキスロープ造
成工事完了
・右岸駐車場舗装工事完了
・芝生広場整備完了
・豊川左岸実施設計（令和元年度
繰越工事）継続実施中

観光課

平成30年度 30点

令和元年度 40点

令和２年度 70点

令和３年度

名古屋圏との経済的つながりを強
化します。

・藤が丘に新城アンテナショップ
追求
・名古屋市名東区や長久手をター
ゲットに、新城市の魅力を積極的
にＰＲ

・アンテナショップ開設にかかる
要綱・要領の作成
出店者の募集→決定　ショップの
装飾、商品陳列、オープンに向け
ての宣伝、広告の実施
・アンテナショップのオープン
・来店者へのアンケート実施中
・しんしろマルシェを２回開催

・しんしろマルシェを３回開催
・ショップの認知度及び来客回数
等アンケートを実施
・アンテナショップ内の装飾を変
更
・アンテナショップ内及び、マル
シェ時に情報発信を実施
・藤が岡桜まつりに参加、新城市
のＰＲを実施

・アンテナショップには随時新城
市の特産品の陳列、新城市の観
光・移住定住関連情報を掲示

企画政策課

平成30年度 50点

令和元年度 50点

令和２年度 50点

令和元年度 10点

令和２年度 10点

令和３年度

平成30年度 30点

令和元年度 30点

担当課等

平成30年度 10点

令和元年度 10点

令和２年度 10点

令和３年度

中項目 小項目
平成30年度～
令和３年度の
進捗状況

取組状況



市長マニフェスト進捗管理表（令和２年度公表）
令和２年１０月１日現在

【進捗状況の評価目安】
 0点 未着手　10点 現状把握　30点 計画策定着手　40点 計画策定　50点 事業着手又は予算化　70点 事業完了　71点～100点 効果の発生

大項目：「稼ぎ出す力」とまちの元気アップのために

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

- ９ -

名古屋圏との経済的つながりを強
化します。

・名古屋圏との産業交流追求

・名古屋圏の企業との交流を検討
中

・愛知銀行との包括連携協力に関
する協定に基づき、連携して名古
屋圏の方を高速バスを活用して市
内に招き、地域との交流を実施
・産業振興部内の関係機関と調整

・金融関係機関との連携による交
流を計画中
・産業振興部内の関係機関と調整

商工政策課

三遠南信道路、三河・東美濃高規
格道路でリニア軸に直結。豊橋・
浜松三ヶ日道路で三河港・太平洋
岸地帯に短時間アクセス実現に向
けて取り組みます。

・三遠南信道路事業促進
・三河・東美濃高規格道路事業促
進
・豊橋・浜松三ヶ日道路事業促進

【三遠南信道路】
・適時に地元調整を実施中
・要望活動を１回実施
【三河・東美濃高規格道路】
・要望活動を２回実施
【豊橋・浜松三ヶ日道路】
・要望活動を３回実施

【三遠南信道路】
・適時に地元調整を実施中
・要望活動を２回実施
・8/26 三遠道路３号トンネル貫通
・普通河川六所川付替の一部変更
に伴い、用地及び補償等精査中
・残土処分場確保に向けて関係機
関・地元への協議説明の実施
【三河・東美濃高規格道路】
・要望活動を１回実施
【豊橋・浜松三ヶ日道路】
・要望活動を３回実施

【三遠南信道路】
・適時に地元調整を実施中
・普通河川六所川付替の一部変更
に伴い、用地及び補償等精査中

土木課

令和３年度

平成30年度 10点

令和元年度 10点

令和２年度 30点

令和３年度

令和２年度 20点

令和３年度

平成30年度 30点

令和元年度 30点

令和２年度 40点

中項目 小項目
平成30年度～
令和３年度の
進捗状況

担当課等

平成30年度 10点

令和元年度 10点

名古屋圏との経済的つながりを強
化します。

・名古屋中心部への高速バス乗り
入れ追求

・名古屋中心部への乗り入れにつ
いて、豊鉄バスと協議中
・名古屋中心部への乗り入れに関
して、高速バス利用者を対象とし
たアンケートを実施

・名古屋中心部への乗り入れにつ
いて、名古屋駅、栄駅だけでな
く、最寄り駅や県庁周辺なども含
め検討中
・実証実験検証を進め、乗降調
査、マーケティングの実施
・貨客混載による新城産野菜等の
販路拡大の検討会を開催（2回）
・藤が丘駅改札正面に「山の湊
号」を利用した新城市への観光客
誘致ポスターの作成と掲示
・実証実験結果をまとめ、現行の
継続実施

・豊鉄バスと令和４年度末までの
運行業務委託契約を締結
・愛知県バス対策協議会書面協議
にて、高速バスの地域間幹線系統
位置づけ協議
・10月１日より土休日３便運行、
１便名古屋行き及び新城行き３便
の出発時間を20分早める

行政課
公共交通対策室

取組状況


